
七
月
二
十
七
日
、
ダ
ン

プ
支
部
執
行
部
を
中
心
に

十
五
人
が
参
加
し
、
栃
木

県
警
察
本
部
と
栃
木
県
に

た
い
す
る
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ

バ
ン
要
請
行
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

午
前
中
に
行
わ
れ
た
県

警
本
部
へ
の
要
請
で
は
、

今
年
五
月
国
会
で
明
ら
か

に
な
っ
た
不
公
平
な
過
積

載
検
挙
に
つ
い
て
県
警
の

姿
勢
を
追
及
し
ま
し
た
。

参
議
院
国
土
交
通
委
員

会
で
、
警
察
庁
は
こ
の
一

〇
年
で
荷
主
、
荷
受
人
に

た
い
す
る
摘
発
を
一
件
し

か
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
組
合
員
ら

は
「
一
番
弱
い
立
場
の
運

転
手
だ
け
検
挙
し
て
も
何

の
解
決
に
も
な
ら
な
い
」

と
現
場
の
実
態
を
訴
え
ま

し
た
。

組
合
の
要
請
に
県
警
本
部

交
通
指
導
課
の
担
当
者
は

「
毎
年
み
な
さ
ん
か
ら
の

要
望
を
受
け
少
し
で
も
前

進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
一
歩
と
し
て
荷

主
に
た
い
す
る
チ
ラ
シ
を

作
成
し
地
元
警
察
署
が
関

係
業
者
に
配
布
指
導
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
ま

た
、
昨
年
秋
か
ら
過
積
載

の
検
挙
基
準
を
県
内
で
統

一
さ
せ
る
た
め
、
交
通
機

動
隊
が
各
署
交
通
課
に
指

導
す
る
取
り
組
み
も
始
め

た
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

組
合
員
は
あ
ら
た
め
て

「
荷
姿
優
先
で
な
く
悪
質

性
危
険
性
を
優
先
し
た
検

挙
基
準
に
」
と
訴
え
ま
し

た
。ま

た
県
土
整
備
部
か
ら

今
年
も
二
月
、
各
土
木
事

務
所
で
代
車
三
十
五
人
、

運
転
手
三
十
七
人
か
ら
抜

き
打
ち
単
価
聞
き
取
り
調

査
を
実
施
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
「
働
き
方

改
革
」
と
称
す
る
労
働
法

制
「
改
正
」
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
身

は
①
残
業
代
ゼ
ロ
で
働
か

せ
放
題
の
合
法
化
②
月
百

時
間
も
の
残
業
の
合
法
化

な
ど
「
働
か
せ
方
改
革
」

で
あ
り
、
過
労
死
根
絶
と

は
真
逆
の
方
向
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

運
輸
・
建
設
産
業
は
最

も
過
酷
な
労
働
条
件
で
す
。

労
働
者
の
命
と
健
康
、

生
活
を
守
る
た
め
に
は
、

労
働
法
制
の
規
制
強
化
こ

そ
必
要
で
す
。
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↑現在組合では「過労死と職場における差別の根絶を求める国会請願署名」に取り組んでいます。ご協力よろしくお願いします。

各
地
で
豪
雨
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
組
合
が
扱
う
全
労
済
の
「
自
然
災
害
共
済
」
な
ら
年
間
掛
け
金
一
万
八
千
円
で
最
大
４
２
２
万
円
ま
で
補
償
（
木
造
で
風
水
害
に
よ
る
床
上
浸
水
の
場
合
）
。
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

組合員6人が現場の実態を発言。「一番弱い立場の労働者が警察から逃

げ回って成り立っている業界だ」。いずれも説得力のある訴えでした。

長時間労働があらためて社会問題となっ

た電通過労自殺事件。異例の刑事裁判に。

各警察署が関係業者に配布すること

になった県警本部作成の「荷主チラシ」。

配るからには責任があります。

県に対しては、昨年鹿沼土木管内で発生した「白ナンバー排除問題」を報告し不当な

就労差別が起こらないよう求めました。県は周知徹底すると回答。


